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Agenda

１．現状

２．課題
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１．現状

必須記載事項
・該当商品には技適マークが貼付されていないこと
・日本国内で使用すると電波法違反になる恐れがあること

■楽天市場のルール

✓技術基準に適合していない無線機器の出品行為自体は禁止ではない
✓ただし、対象商品ページへの下記事項の記載が必須

■出品状況

✓トランシーバー、イヤホン、スマホ、ドローンなどの出品が見られる
✓技適マークの無い製品に対する指摘は、事業者からのものが多い

・海外使用目的での購入、海外居住者による購入も考えられる
・販売行為に対する法規制や罰則がない
→現状は禁止商材化に踏み切るのが難しい状況
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２．課題

■規制手法
✓規制手法は、販売規制・表示規制などがあるが、どれを選択するのか
✓海外で利用するための購入についてはどのように考えるのか

■規制対象
✓個人が販売した場合の規制や責任をどう取り扱うのか

■違反時のペナルティ
✓回収措置命令を検討する場合は、慎重な検討が必要




